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こ
の
春
、
営
利
型
の
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
が
名
古
屋
区
域

な
ど
で
解
禁
さ
れ
、
話
題
と

な
っ
た
。
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
自
家
用
車
を
用
い

た
有
償
輸
送
だ
が
、
地
域
や

時
間
帯
の
ほ
か
、
運
行
主
体

が
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
限

定
さ
れ
、
「
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
と
言
わ
れ
る
。
全

国
展
開
の
方
向
が
示
さ
れ

た
国
の
「
骨
太
方
針
２
０
２

４
」
で
は
条
件
撤
廃
が
論
点

と
な
っ
た
が
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
以
外
に
認
め
る
こ
と

は
時
期
尚
早
と
し
て
先
送

り
さ
れ
た
。 

地
域
に
お
け
る
移
動
手

段
を
め
ぐ
っ
て
、
デ
マ
ン
ド

型
の
乗
り
物
や
自
動
運
転

車
両
の
実
証
運
行
な
ど
、
各

地
で
新
た
な
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
。
背
景
に
あ
る
の

は
高
齢
化
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ

禍
や
人
手
不
足
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
導
入
で
あ
る
。 

数
年
前
か
ら
高
齢
者
に

よ
る
自
動
車
事
故
が
社
会

問
題
化
し
た
。
免
許
返
納
も

要
請
さ
れ
、
自
家
用
車
へ
の

依
存
が
大
き
い
地
方
部
で

は
、
買
い
物
や
病
院
通
い
も

で
き
な
い
人
が
増
え
て
い

く
。
一
方
、
鉄
道
や
路
線
バ

ス
等
、
既
存
の
公
共
交
通
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
利
用
者
が

回
復
し
て
い
な
い
。
運
転
手

不
足
で
、
鉄
道
の
代
替
路
線

バ
ス
が
廃
止
に
追
い
込
ま

れ
る
と
こ
ろ
も
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
Ａ
Ｉ
等
を
用

い
た
新
し
い
交
通
シ
ス
テ

ム
が
登
場
し
、
ス
マ
ホ
で
ル

ー
ト
検
索
か
ら
予
約
、
支
払

ま
で
完
結
す
る
仕
組
み
や
、

自
動
運
転
車
両
な
ど
、
移
動

手
段
の
選
択
肢
は
広
が
り

つ
つ
あ
る
。 

地
域
交
通
の
確
保
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
明
記
さ
れ
て
い

る
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
、

弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
に

配
慮
し
「
す
べ
て
の
人
々
に

持
続
可
能
な
輸
送
シ
ス
テ

ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供

す
る
」
こ
と
が
、
「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

を
掲
げ
る
目
標
11
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
。 

日
本
の
公
共
交
通
は
利

用
者
負
担
に
よ
る
独
立
採

算
を
建
前
と
し
て
き
た
が
、

現
在
で
は
多
く
が
公
費
負

担
を
伴
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。
地
域
の
実
情
に
見
合

う
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
今

世
紀
に
入
っ
て
関
連
法
規

も
整
備
さ
れ
て
き
た
。 

02
年
、
06
年
に
道
路
運

送
法
が
改
正
さ
れ
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
の
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ほ

か
、
過
疎
地
等
で
非
営
利
型

の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
認
め

ら
れ
た
。
07
年
制
定
の
地

域
交
通
活
性
化
再
生
法
は
、

協
議
会
設
置
と
交
通
計
画

策
定
を
市
町
村
に
求
め
た
。

昨
年
ま
で
に
四
度
改
正
さ

れ
、
国
は
当
事
者
と
し
て
協

議
会
に
参
画
し
、
市
町
村
を

支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
県
も
市
町
村
内
の
地

域
交
通
に
関
与
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
年
３
月
に
地

域
交
通
計
画
を
定
め
た
三

重
県
は
、
基
本
方
針
の
最
初

に
「
地
域
内
交
通
の
確
保
」

を
掲
げ
、
す
で
に
11
市
町

に
対
し
て
移
動
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
を
支
援
し
て
い
る
。 

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
移
動
手
段
の
主
体
は
、

自
治
体
と
交
通
事
業
者
の

ほ
か
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
近
年
は
Ｉ
Ｔ
分
野
等

か
ら
の
参
入
も
増
え
て
い

る
。
国
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

福
祉
施
設
の
送
迎
と
い
っ

た
既
存
の
仕
組
み
を
活
用

す
る
な
ど
、
交
通
以
外
の
他

分
野
と
の
連
携
・
共
創
に
活

路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い

る
。 交

通
弱
者
の
切
実
な
移

動
手
段
と
し
て
、
地
域
に
お

け
る
交
通
体
系
を
ど
う
再

構
築
し
て
い
く
か
、
地
域
社

会
と
し
て
の
選
択
と
と
も

に
、
幅
広
い
事
業
者
の
参
画

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 


